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本稿の ねらいは， I哲学」 と 「人格」 と い う 2 個の現代 日 本語の成立過程の分析を通 じて，
日 本文化の特質が 「柔 ら かな開放性j である こ と を明 ら かにする こ と です。 第 1 節 「 日 本
語の多層性一7層性と 5層性一J において， 日 本語の開放性にっし 、て 全般的に考察 します。
第 2 節 IW理学』か ら の脱却と 『哲学』概 念の 創出一酉周と 近代文明一」 においては 日 本語
の異文化への開放性 と 未来開放性lこついて考察 します。 第3節 IW人格』概念の 創出 と 近代
日 本現代 日 本の教育理念一」 では， I人格の完成J と い う 日 本の教育の 目 的 と 近代 日 本に
お け る カ ン ト 哲学の 導入の 緊密な関係を明 らかに します。
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は じめに

日 本は ユーラ シア大陸の東南端に位置する小さ
な島国です。 日 本列島は 2 ， 3 万年前に地理的に
形成 さ れて以来， グ ロ ーパノレな 自 然環境の大変動
やユーラ シア大陸の政治的動 乱にたびたび見舞わ
れてき ま した。 その間， 周辺地 域の多様な住民が
何波に も わた っ て 日 本 列島に移住 し， ほぼ 1500
年前に現在の 日 本人 と 日 本文化の 祖型がかたちづ
く られる に 至り ま した。 日 本が人種的に も 文化的
に も 「雑種的J と 言われる所以です。 日 本は地理
的， 歴史的に東洋のイ ギ リ ス と 呼ばれる こ と があ
り ますが， 人種的， 文化的には近代のアメ リ カ合
衆国に近い と 言え ま し ょ う 。

と こ ろが， 約 150 年前に 欧米の 列強の東 漸と 武
力 に よ る 植民地化の 危機に直面 して， 日 本 列島全
体に民族意識が 勃興 しま した。 そして 日 本民族の
統一 と 団結 と 独 立のために， 日 本人が 五割当主な単一
民族であ り 日 本 語が統一的な共通語 と して独 自 の
言語体系 を持つ こ と が強 く 要請されま した。 それ
ま では 日 本住民のほ と ん どに と っ て 固と は居住す
る 藩が基本単位で、あ っ て， その御国であ る 藩のた
め に命 を 捧げ， 時と し て 隣藩であ る 隣国 と の一戦
を も辞 さ ない こ と が美 徳と さ れていま した。

日 本人単一 民族説 と 日 本語独 自 説は事実問題
と い う よ り ， 欧米列強に対する政治的ア ピーノレで、
あ り ， む しろ歴史イ デオロ ギー と して機能 した と
言 う べき であ り ま し ょ う 。 しか し第 2 次世界大戦

の無条件降伏以後， 日 本人は謙虚さ と 冷静さ を取
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り 戻 して， 自 ら の文化 と歴史 を科学的に検 証して
き ま した。 そ こ で私は材高で， 日 本文化の特質が

「柔 ら かな開放性J に あ る こ と を示 したい と 存 じ
ます。

まず開放性lこついて 申 します と ， こ れに は 二つ
の意義が あ り ます。 第一義は異文化への開放性で
す。 これは 日 本が 中国文明圏の最 外周の 周辺固と
して， よ り 高度で強力な 周囲の国々 の 脅威に常に
曝さ れて き た と い う 地理的かっ歴史的理由 に よ る

も のです。 日 本は国の存続のために， 常時ア ンテ
ナを高 く 張っ て海 外の最新情報を 食欲 に 摂取消化
し続け ざる を えなかっ たのであ り ます。

開放性の第二義は未来への開放性であ り ます。
異文化開放性の結果， 日 本では 固定的な核文化が
形成 されに く く ， む しろ最新最強の異文化を基準
と して伝来の 白文化をそのつ ど柔軟に組み替えて，
未来に向 けて新たに文化を創成 し続けてい く こ と
が不可避だ、っ たのですo

次いで 「柔 ら か さ 」 ですが， これは今述べた未
来開放性か ら直ちに生起する性格で、す。 ただ し，
柔 ら か さ は単な る 軟 ら か さ と は異な り ます。 「軟 ら
か さ 」 が軟弱かっ 没主体的で、容易に 溶解 して しま
う のに対 して， I柔 ら か さ j は 外柔内 剛で 芯が あ り
一貫 した主体性 を 維持 し よ う と します。砂ト事情
に振 り 因さ れる だけの 「軟 らかな開放性J ではな
く ， したたかに 自 主性を追い求め る のが 「柔 ら か
な開放性」 なのです。

さ て， 本稿で私は 「柔 らかな開放性J と し 1 う 日



本文化の特質を， 現代日本語の具体的な分析を通

じて以下の順に明らかにしていきたいと存じます。

第1節， 日本語の多層性一7層性と5層性一

第2節， í理学」からの脱却と「哲学」概念の創出

一西周と近代文明一

第3節， í人格」概念の創出と近代日本一現代日本

の教育理念一

第1節では日本語の開放性について全般的に

考察します。 第2節では日本における西洋哲学の

受容の経緯に着目します。 そして， なぜ日本人は

伝統的な理学から脱却しようとしたのか， その理

由を解明することで， 日本語の未来開放性につい

て論じます。第3節では， í人格の完成Jという日

本の教育の目的と近代日本におけるカント哲学の

導入の緊密な関係を解明しつつ， 日本語と日本文

化の柔らかな開放性について考究します。

1 日本語の多層性ー7層性と5層性ー

日本語の開放性全般を考察する本節では， 日本

語の多層性lこついて明らかにします1)。

[1-1日本語とは何か]

比較文学者の平川祐弘によりますと， 目に訴

える表意文字である漢字と，耳に訴える表音文字

である仮名を混ぜて用いるのが， 混j肴語mixed

languageとしての日本語の大特色であります2)。

このせいで日本語は外来文明を受け入れやすいの
です。 その典型がパソコンなど， 片仮名で埋め尽

くされた1 T (情報技術) 用語です。

また国語学者の高島俊男によれば， 日本語は概

ね以下の4種の語群より成ります九

1， [和語] やまとことば。ひらがな表記。

2， [字音語] 漢語と和製漢語。和語と字音語で

2000年頃の日本語の約85札

3， [外来語] 漢語を除く外来語， および和劉羊

語。パソコン， マイカーなど片仮名表記が

多い。増える一方で2000年頃の日本語の語

葉の約10%。

4， [混種語] 以上3種の2つ以上が混ざるまぜ

こぜ語。 和漢混種語(台所， 気持， 場所，

買春，等)や和漢外混種語(輪ゴム，食ノ号ン，

サボる， ナウい， 等)など2000年頃の日本

語の約5情。

さらに書家の石川九楊は， í日本語は書宇中心

言語J であると主張します4)。 書字行為の観点か

ら見れば， 日本語は三種類の言葉が複雑に入り組
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んだ二重性言語なのです。 三種類とは， 漢語流入

以前の無文字時代の種々雑多な前日本語と， 漢語

の語葉と， 漢語流入後に漢語に対応するべく新造

された和語を指します。 平仮名による和歌を通し

て， 漢語の和語化と和語の漢語化という複線訓練

が進行し，日本語が世界に稀有な「音司iI複線言語J

として組織されたのであります。

日本語を二重言語構造とするか三重言語構造

とするか， という点で， 石川理論には小さな揺ら

ぎが内在します。 片仮名の正書法が現在なお未確

立なので， 書字史観に立てば， 漢字=漢語と平仮

名=和語の二重言語構造だと言わざるをえないが，

それでも片仮名=西欧語の事実を無視できないか
らです。

しかし， 石) 11も認める通り日本文化の特殊性は，

漢字と平仮名と片仮名の三種類の文字をもっ特異

さにあります。 その意味で日本は， むしろ三重言

語国家と言うべきなのです。 そうしてこそ日本語

と日本文化の歴史的独自性が明白となります。 二

重言語国家と言うならば， ハングルと漢字を併用

してきた韓国にも当てはまるからです。

[1-2 日本語と日本文化の多層性]

倫理学者の和辻哲郎は『続日本精神史研究』の

中の論考「日本精神jにおいて， í日本文化の重層

性Jを力説し， í日本文化の一つの特性は，さまざ

まの契機が層位的に重なっているということに存

する」と述べています5)。 しかも， 各層は並在

(Nebene inander)するのです。いずれかの層が上位

にあって， 他の層を過去の残津に過ぎないとして

克服し捨て去ることが決してないのです。和辻は，

次のように言います。

「日本文化においては， 層位を異にするさまざ

まなものが決してその生くべき権利を失っている

のではない。 超克せられたものをも超克せられた

ものとして生かして行くのが日本文化の一つの顕

著な特性である。 日本人ほど敏感に新しいものを

取り入れる民族は他にないとともに， また日本人

ほど忠実に古いものを保存する民族も他にはない

であろう。J (同)

このように和辻は日本文化の並在的な重層性

について語りますが， それでいて日本語の重層性

に関しては必ずしも積極的に明言していません。

『続日本精神史研究』中の論考「日本語と哲学の

問題」において和辻の念頭にある日本語は， 基本

的に，彼の言う「純粋の日本語J，つまり和語 (や



ま と 言葉) のみです。
和 語以 外に， 伝来の中国漢語 (儒教 ・ 仏耕莫掛

か ら 「 日 本 語化した 漢語」 と ， 明 治期に新 し く 造
諾された 欧米語か ら の翻訳漢語 (近代漢語) であ
る 「新 し き 日 本 語J (同) と について も言及します
が， 和 辻に と っ て， こ れ ら の漢語は， I特殊な種 と
して特別の 区域に 固い込んでJ おかれた 「学問的
用 語」 に止ま り ます。 これに対 して， 和 語は 「 日
常 語及び文芸 語」 で、あって， I無反省なる 自 然的思
惟を ・…・常に よ り 強き情意の表現 と か らみ合あわ
せる ご と き も のj なのです。 こ う した和辻の 日 本
語観は重 層的 と か多層的 と かよ り は， む し ろ 並在
的 な も の にすぎず， 次の よ う に整理でき る で し ょ
つ。
[和 辻哲郎に よ る 日 本 語の 3 分類J: 
[A J純粋の 日 本 語:

①和 語 (やま と 言葉) 。 ② 日 常 語及び文芸 語。
③知識的反省以前の体験を表示する表現。 ④直接
な る 実践行動の立場におけ る存在の了解の表現。
⑤ 「 日 常語」 は学的概 念に縁遠く 芸術的表現に親

近なる言葉。 ⑥言語の純粋な姿を比較的に 素朴な
ま ま で保つ。
[B J 日 本 語化した漢語:

①中国伝来の漢語。 ②仏教や儒教のすでに高度
に発達せる概念的知識。 @学問的用 語。 ④論理的
な概念内容を表示する 語。⑤日 本人の 勘自の 機関。
[c J新 し き 日 本 語:

①近代漢 語 (明 治期に新 し く 造語さ れた 欧米語
か ら の翻訳 漢語) 。 ② 日 本 言酎七 した漢語の新 し し 1組
み合わせに よ っ て， 漢 語と しての伝統を振 り 払っ
た 「言 語上の革命」 で成立 した 「新造 語J 。 ③ヨー

ロ ッパの学問の伝統をそのま ま受け入れイ尋る学問
的用 語。(1初め よ り 概 念内容を表示する も の と し
て現れて く る。 ⑤民族の体験に根ざ した 「意味j
を担 う こ と が少ない。

以上の よ う に， 日 本語に関する和辻の指摘はま
だ直観的で， 抽象的な 域を出ません。 ただ， 彼の

次の よ う な言 語観には留意 してお く 必要があ り ま
す。 「それぞれの特殊な言語を 離れて一般的言語な
ど と い う も のが ど こ に も存 しなしリ。 「言 語の ご と
き 具体的な生の表現は精神史的な理解な し に取 り
扱われ得ない」 。 和 辻も実存哲学者ハイ デガー と 同
様に， I言 語の構造は国民の 精神的特性その も の」
と した ドイ ツ の言 語哲学者ヴィ ノレヘノレム ・ フ ォ
ン ・ フ ンボル ト の言語観を 継承してい る のです。
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と こ ろで， 民族学者の佐々 木高明 に よ れば， 日
本の基層文化の形成には四つの大 き な 画期があ り
ますめ。 [第一 の 画期 ] は， 今か ら約一万二 千年前
に成立 し た 縄文文化であ り ， 東北ア ジアのナラ 林
帯 (落葉広葉樹林帯) の食 料採集民の文化 と 言 語

(原東北ア ジア 語) を基盤と します。 [第二の画期 ]
は， 今か ら約 5千年前に 西日 本に展開 した 照葉樹
林文化であ り ， 東南ア ジアの 焼畑文化や言 語 (オ
ス ト ロ ネ シア系原語やチベ ッ ト ・ ピルマ系言語)
が伝来 して， 日 本 列島の一部で言 語の ク レオーノレ
化 (言 語混合) が進行 しま した。 [第三の 画期 ]は，
今か ら約 2400 年前に成立 し始め た 弥生文化であ
り ， 朝鮮半島か ら新モ ン ゴロ イ ドの人々 が渡来 し
て， 水 田 稲作文化や金属器文化と 共に， アノレタ イ
系の言語を伝来 しま した。 さ ら に， こ の頃， 中国
南部や南島系の言 語も伝来 して， 混合語と しての
日 本語の根 幹が形成 さ れま した。 最後に L隼国O)jilij

塑よは， 今か ら約 1600 年ま え に成立 した古墳文化
であ り ， 朝鮮半島か ら支配者文化が渡来 して 日 本
の民族文化の基層が完成 し， 上代 日 本語が形成 さ
れる に 至り ま した。

こ の よ う に 日 本文化は多 元的な起源を有する ，
と 佐々 木は言います。 系統や系 譜の全く 異な る 諸
文化が 蓄積 され多重な構造を形成 しなが ら ， 日 本
文化の基層を成すのです。 異質で多様な諸文化を
容易に受け入れ， しかも， それ ら を次第に統合 し
てい く プロセス において， 全 く 独 自 の文化的特色
を 創造する 日 本文化の 栴敷を， 佐々 木は 「受容 ・
集積型J の文化 と 名づけます。 多様な文化に さ ま
ざま な形で対応でき る柔軟性を もつのが， 受容 ・
集積型文化の鞘敷です。 それゆえ， 多 元的で多重
構造の 日 本文化は， 21 世紀のグ ロ ーパノレな多民族
多文明の 日寺代に容易 に 適応でき る はずだ， と 佐々
木は提言 します。

さ て， それで四つの 画期から成る 日 本民族の基
層文化の う ちで も ， 日 本文化の形成に最も 大 き な
影響を与えたのが第 三画期の水 田 稲作文化だっ た，
と 佐々 木は言います。 縄文時代の 末期に中国大陸
か ら やっ て き た水 田 稲作農耕は， 金 属器文化な ど
のハー ド ウ ェア と 共に， 宗教的世界観や社会的統
合原理な どの ソ フ ト ウ ェア を も ， 新たに東海の 弧
島 列島 日 本に持ち込む こ と で， 日 本文化の形成に

重大な影響を与えたのです。 したが っ て， その後
の 日 本文化の形成史は稲作文化 と 非 稲作文化の相
克の歴史 と な り ま した。



佐々木によれば，日本文化は表面的には，稲作

文化に収赦する傾向が強かったのですが，それで

いて，簡単に吸収，同化されてしまうほど非稲作

文化がひ弱だったわけではありません。 例えば第

二画期の照葉樹林文化に由来する文化要素が，今

日でも日本文化の伝統の中に広く認められること

を佐々木は指摘します。 具体的には餅や納豆，麹

酒，そして茶，あるいは山の神信仰や山上他界観

などです。 こうした非稲作文化の伝統こそが，r日

本の文化の基層に分厚く堆積して，多重で柔軟な

構造をもっ日本文化の特色を形成するための，も

っとも重要な基礎条件」を作り出しているのです。

ここで，佐々木説を整理して哲学的に理論化し

てみれば，次のようになりましょう。

[AJ 日本文化の裏基層=非稲作文化:

a)日本文化の底基層=縄文採集文化

b)日本文化の下基層=東南アジア焼畑文化(西

日本)

[BJ 日本文化の表基層=稲作文化:

c)日本文化の中基層=弥生水田文化

d)日本文化の上基層=上代日本語古墳文化

つまり，日本の基層文化は，表の稲作文化と裏

の非稲作文化のニ双に大別でき，さらに，それぞ

れが上と下に細別できて，つごう四重の層へと区

分けできます。 だが，それでいながら，これら二

双四重の各層が行儀良く整然と上下に分離できる

わけではなくて，それぞれが自律的システムを貫

徹しながら，二双の層全体としても，あるいは，

四重の層全体としても，宛ら糾える縄の如くに調

和します。「るつぼ型Jのように，何でも彼でも原

型を留めぬまでに熔融するのではありません。 と

言って，rサラダボウル型」 にように，雑然と混在

に任せるわけでもないのです。 二双四重がそれぞ

れに首尾一貫しながら，時と場所に応じて所在を

変じて，あるいは表となり裏となり，あるいは上

となり下となって，斑状に表面に占める位置と量

を競い合う こうした「糾える縄型システムJ

が，受容集積型の日本文化の多重構造を斬敷づけ

ている，と私は言いたいのです。

多元的とは言ってもP るつぼ型でもサラダボワ

ル型でもない二双四重の謝需造が，日本文化独特

の「糾える縄型システムjなのです。 しかも，こ

の柔らかなシステムは，佐々木説の射程をも越え

ることができます。 つまり，二双四重の層構造の

上と下に，さらに，しなやかに別の層を受容し，

15 

かっ集積できるのです。 それゆえ，私は佐々木の

日本文化多重構造論を発展的に継承して，日本哲

学の立場から，新たに日本文化多重柔構造論を提

唱したいのです。 こうすることで日本文化が，な

ぜ受容・集積型文化なのか，なぜ多様な文化にさ

まざまな形で対応できる柔軟性をもつのか，要す

るに，なぜ日本文化の特質が「柔らかな開放性J

にあるのか，を哲学的に解明してみたいのです。

[1-3 日本語の7層性]

私は日本語には次の7層があると考えています。

(0)根底層:話し言葉;母語，地域方言

(1)基層層:ひらがな文字;やまと言葉(和語) ; 

近代共通語:教科書語，テレビ語

(2)下層:漢字;儒教漢語

(3)中層:漢字;仏教漢語

(4)表層:漢字;近代漢語

(5)最表層:カタカナ文字;外来語， 情報技術

用語

(6)外層:外装文字;アルファベット， アラビ

ア数字， ローマ字，絵文字，等々

さて，佐々木の日本文化多重構造論を私の日本

語論に照らしてみれば，最下層の根底語に対応す

るのが，第一画期の縄文文化と，西日本に展開し

た第二画期の照葉樹林文化です。 そして第二層の

基層語である和語(やまと言葉)に対応するのは，

第三画期の弥生文化です。 また第四画期の古墳文

化は，下層語の儒教漢語に対応します。『古事記J

や『日本書紀』によれば，この頃に朝鮮半島南西

部に栄えた百済から，漢の高祖の後商と言われる

王仁(和遁吉師) によって「論語J 10巻と「千字

文J 1巻がもたらされました。 本格的な文字文化

の開始です7)。 文字と文法の導入に伴って，政治

的共同体としての原日本の骨格が定まり，上代日

本語が形成されていきました。 これに比べると，

根底語はもとより，日本語の根幹ともされる基層

語の和語もまた，統一的国家成立以前の前日本語

に止まります。 未だ日本が実態的に日本として成

立していないという事情に加えて，当時の使用語

がなお話し言葉の段階を越えず，書き言葉の段階

に至っていないからです。

原日本語は儒教漢語と前日本語とから成る，と

私は考えています。 書き言葉である漢字と，話し

言葉である前日本語との二本立てなのです。 それ

が，音・訓という独特な文字の読み方に結びつい

ていったので、す。 したがって日本語は，その成立



か ら して構造的に 二種の語 源を も ちます。 漢語と
しての語 源と 前 日 本語 と しての語 源です。

その後， 日 本が国家事業 と して 仏教をアジア 大
陸か ら導入 した 奈良時代や平安時代には， 仏教漢
語が中国か ら 輸入 されま した。 近代に 至っ て 幕末
か ら 明 治前期に近代 欧米語が翻訳 さ れて， 近代漢
語が 日 本で成立 し ま した。 日 本では古く よ り カ タ
カナが外層の外装文字 と して， 新 しい異文化か ら
の外来語を受容する装置で した。 そ う したカ タ カ
ナ語は従来では， やがて漢字の二字熟語が案出 さ
れて， 次第に これに置き換え られて き ま した。 近
代 漢語がその代表例です。 と こ ろが 1970 年代以降，
情報科学技術の驚異的な進歩 と これに伴 う IT 用
語の 爆発的増 大に よ っ て， 漢字への 置き換えが不
可能にな り つつあ り ます。 量的に も 質的 に も ， ま
た加速度的な増大のス ピー ド、に も ついていけず，
その結果いまや， カ タ カナ語が学術用語 と して も
日 常用語 と して も 独 自 の市民権を得て き た観があ
り ます。

[1 -4 日 本語の 5層性]
日 本語は基本的に 7 層構造を有 している と い う

のが私の考えです。 けれ ど も ， こ の こ と は 日 常の
生活用語 レベルの こ と であ っ て， 学術用語 レベル
では別の様相を 呈します。 学術的には 1970 年ま で
は 日 本語は 4 層構造であ り ， それ以降は5層構造
と する こ と ができ ます。 音訳カ タ カナ語がカ タ カ
ナのま ま で学術概念と して 認知さ れて き たのです。

その典型例が ヒ ト です。 生物分類学では ヒ ト科の
ヒ ト は， 人類(人) と 類人猿(チンパンジー， ゴリ ラ ，
オラ ン ウータ ン) を指 します。

さ て， 和語， 儒教漢語， 11弗教漢語， 近代漢語，
カ タ カ ナ語は， 日 本語の内部で学術的 に 層を成 し
て住み分けてお り ， そのせいで， 日 本語は人間本

性の 諸相 を極めて 精微に， かっ普遍妥当的に分析
し記述でき る と 私は考えます。 以下で簡略に 解説
してみま し ょ う 。
(1) [和語 ] やま と 言葉。ひ ら が な表記が基本。日 本
語の基 層語で、あ っ て， 身体生活空間 を表現する現
象学的用語と して適 してい る。
(2) [儒教漢語] 漢代ま でに成立 した本来の 中 国語
で， 前近代的な公共生活空間 を表現する社会学的
用語にふ さ わ しい。
(3) [悌耕莫語 ] 主 に 六朝時代に成立 した， パー リ 語
やサンス ク リ ッ ト か らの翻訳語で思弁的用語や心
理学的用語に向いている。
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(4) [近代漢語 ] 明 治期以降に 欧米語の翻訳語 と し
て 日 本で制作された も ので、， 近代に成立 した 自 然
科学用語や社会科学用語 と して適合 している。
(5) [カ タ カ ナ語] 外来の 情報技術な ど科学技術用
語どして 頻繁に用い られる。

2 r理学」 か らの脱却と 「哲学J 概念の創出

一西周と近代文明一

第 2 節では 日 本の近代化 と 西洋哲学受容の経
緯と 料教を， 幕末か ら 明 治にかけて活 躍した哲学
者の 西周に 即して明 らかに したい と 存 じます。 そ
して， なぜ 日 本人は伝統的な理学か ら脱却し よ う
と したのか， その理由 を解明する こ と で， 日 本語
の未来開 放性について論 じます。

「哲学」 と い う 言葉は， 幕末か ら 明 治初期にか
けて 欧米語の翻訳語 と して 西に よ っ て制作さ れた
近代漢語です。 近代に 日 本で成立 した翻訳漢語が，
なぜ 自 然科学用語や社会科学用語に適合 している
のか， と い う こ と の理由 を， r哲学j と い う 学術用
語が明 らかに して く れます8)。

現在の 日 本語では 「哲学」 が文科系の学問を指

すのに対 して， í理学J は理科系の 自 然科学を意味
します。 しか し， í哲学」 と い う 日 本語の歴史は思

いのほか浅 く ， 漸く 明 治時代初期に 遡る にすぎま
せん。 その意味する と こ ろは当時， む しろ 「理学」
と い う 由緒あ る伝統的用語で、 も っ て理解さ れてい
ま した。 その意味 と は， 最新の『広辞苑j (第六版
2008 年) の項 目 「哲学」 を参 照すれば次の よ う で
す。 CD物事を根本原理か ら統一的に把握 ・ 理解 し

よ う と する学問。 ②俗に， 経験な どか ら築き上げ
た人生観， 世界主見。 ま た， 全体を貫 く 基本的 な考
え方 ・ 思想。

ま た， 同 じ く 『広辞苑j (第六版) の項 目 「理学」
に よれば， í理学」 と は， ①中国， 宋代に唱え られ
た性理学に始ま り ， 陽明学ま でを含む宋 ・ 明代儒
学の総称。 ② 陰陽師な どが方位や星象を見て 吉凶
を定め る こ と 。 ③ (明 治期の用語) 哲学。 ④⑦自 然
科学の基礎研究諸分野の 称。 @特に， 物理学。 →
窮理学。

では， 近代に 至っ て， なぜ， 理学に 替えて哲学
と し寸用語が新たに必要 と なっ たので、 し ょ う か。

「哲学J はギ リ シア語の フ イロ ・ ソフ ィ ア (愛 ・ 智)
の訳語で， 幕末期 にオラ ンダへ留学 し た 津和野藩
脱藩浪士で 幕府開成所樹受と なっ た 西周が， 賢哲
の明智を希求する 意味で案出 し た も のです。 宋学



の 創始者であ る 中国の 儒者， 周敦聞の 「士希賢」
と い う 言葉に着 目 して， 彼はま ず 「希哲学J と 意
訳 しま した (1861 年起草の津田 真道の稿本 『性理
論 』に附 した 西周の 蹴文) 。 やがてそれが 「哲学」
と い う 二字熟語に収敬して， 定着 して言っ たので
す。

西は明 治3 年の 『百学連環 』の 中 で， í哲学 ヒ

ロ ソヒ ーを理学， 或は窮理学 と 名 づ け 利?する あ り j
と 述 べています。 ま た， 明 治6 年 6 月 脱縞の 『生
性発 組』でも， í理学理論ナ ド訳スルヲ直訳 ト ス レ
ドモ， 他ニ 紛ノレコ ト 多キ 為メ ニ今哲学 ト訳シ東 掛|
ノ 儒学に分カ ツ」 と 述 べます。

さ ら に 西は， 明 治7年 刊行の不朽の名著 『百一
新論』において， 以下の よ う に 「哲学」 の独 自 の
意義を明確に論 じています。 í. . .総 べ論 ズル学術ヲ
取別 ケ物理ノ 参考ニ備ヘネパナラ ヌコ ト デ ゴザル，
総テ 笛様ナコ ト ヲ参考シテ心理ニ 徴シ， 天道人道
ヲ論明 シテ， 兼テ教ノ 方法ヲ立ツルヲヒ ロ ソヒ ー，
訳シテ哲学 ト名 ケ， …百教ヲ概論シテ同一 ノ 旨 ヲ
論明セ ン ト ニノ\…哲学上ノ 論デ、ハ物理モ心理モ論
ゼネパナラ ヌ事デゴザノレガ， 兼ネ論ズカ ラ ト 云ツ
テ， 混同シテ論ジテハナラ ヌデ ゴザノレ。 j

『哲学字葉j] (初版， 明 治 14 年) は， 日 本人最
初の哲学科の大学教授であ る 井上哲次郎を 中心に
編纂された 日 本最初の哲学用語 集です。 高 給のお
雇い 外国人教師に 替えて， 数分のーの 俸給額の 日
本人教授が， 日 本人学生に 日 本語で講義でき る 体
制整備の一環が， 当 時， 日 本で唯一の大学であっ
た東京大学の 諸学科が 競っ て 編纂した 『…宇薫』
であ り ， その一つが 『哲学宇葉』です。

そ こ では， Philo soph yは哲学ですが， Ethical 
philo soph yは倫理学， Na tura l  philo soph yは物

理学， Prac tical philo soph yは実践理学 と 訳 され
ています。 理学も なお 健在だっ た よ う です。 と こ
ろが 『哲学字葉j] (三版， 大正 元年) では， 理学は
す べ て 哲 学 に 置 き 換 え ら れ ま す 。 そ し て
Philo soph yは哲理， 哲学 と 訳 さ れ， 哲学は 欧州、儒
学で， 東方儒学 と 区別す る た め に 西周が訳 した，
と 説明 さ れています。

明 治 20 年 2 月 に 日 本最初の学会であ る哲学会
の 機関紙 と して 創刊さ れた 『哲学会 雑誌j] ( 明 治

25 年 6 月 『哲学 雑誌』と 改称) 創刊号(第 1 冊第 l

号) において， 文部省 編輯局雇員 兼東 京専門学校
(後の 早稲田大学) 講師であっ た 三宅雄二郎は次の
よ う に述べています。 「 ソモ ソモ哲学ノ 語タノレ， モ
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ト フ ヰロ ソフ ヰー ノ 翻訳ニシテ， 明 治 10 年 4 月 旧
東京大学ノ 文学部ニ一科 ノ 名 ト シテ使用 シタルヨ
リ ， 世 上一般に流行スノレコ ト ト 為リ タル者ナ リ 。

実ハ理学 ト 称スルカ タ 的切ナル可ケレ ドモ， 当 時
理学ノ\ス デ、ニサイ エンス ノ 訳語 ト 定マ リ 居リ シテ
以テ， 強イ テ一種独特の訳語ヲ作 リ 出シタルナ リ 」
(一部表記変 更) 。

要する に， 西局は当時の世界の学問の大勢を明
察 して， 儒教的用語の理学を 思避して， 全 く 新 し
く 哲学の語を 創出 したのです。 しか しなが ら 当 時
の 日 本人には， それが十分には理解されなかっ た
よ う です。

儒教の 「理学」 では， 心理優位で心理 と 物理を
一 元的に統合 し よ う と しま した。 これに対 して，
ヘーゲノ吋生後の反動で反観念論的思潮が支配的だ
っ た当 時の ヨー ロ ッパの 「科学 (サイ エンス) J で
は， 物理優位で、心理 と 物理を一元的に統合 し よ う
と した物活論的 (p sycoph ysi sch) ない し進化論的
思考が 優勢で、 した。

と こ ろ が 西は， 近代物理学を学の基準 と しなが
ら も物理 と は別種の心理的学問の必要 を 禍察 して，
両者を基礎づけ る方法的原理論 と な る べき 全 く 新
しい根本学 と して， í哲学J を理解 していたのです。
これは， 折 り し も ドイ ツ を中 心 と して世界中で勃
興 しつつあっ た， 新カ ン ト 学派の学問論に正確に

対応する も のです。
新カ ン ト 学派の学祖であ る カ ン ト は， 古代ギ リ

シア ・ ロ ーマのス ト ア学派の学問論を再興 して，
哲学を論理学 と 物理学 と 倫理学に三分 しま した。

こ れ ら は今 日 で言 う 情報科学 (人文科学) と 自 然
科学と 社会科学に対応します。 西の当時， 日 本で
も東洋で も 「 倫理学」 と い う 用語 も 学問 も 存在し
ませんで した。 「 倫理学」 は東洋では 「心理的」 学
問であ る性理学の系 譜に 属する も のです。 ま た 「論
理学」 はカ ン ト の 「 匙櫨論的論理学j を 淵源と す
る も ので、， 後年の現象学に 継承されて近代ヨー ロ
ッ パ哲学の本流 と な り ま した。

と も か く ， 西周は当時の 欧米で、進行中で、あった
科学革命 と 社会革命の本質と 意義を， 日 本人 と し
ては例 外的に正確に見 抜いていま した。 「理学」 と
い う 伝統的概念の系譜の 中で， í哲学j を 西洋儒学
と して 「東洋と 西洋」 と い う 対立 軸において理解
し よ う と した当 時の 趨勢に抗 して， 西は東洋や 西
洋と い う 枠組みを超克する 「近代J へのパラ ダイ
ム ・ シフ ト を 「哲学j と い う 用語の 創造で果たそ



う と したのです。 「哲学j は 日 本語の未来開放性を
象徴する 近代漢語なのです。

3 r人格j概念の創出と近代日本

ーベ現代日 本の教育理念-

本 節の課題は ， í人格の完成J と い う 日 本の教
育の 目 的 と 近代 日 本におけ る カ ン ト 哲学の 導入の
緊密な関係を明 ら かに し，そう する こ と に よ っ て ，
日 本語 と 日 本文化の柔 らかな開放性を実証する こ
と です。

第 二次世界大戦後の 日 本の教育は 1947 年に公
布 さ れた教育基本法 と ，2006 年公布の改正教育基
本法に立脚してお り ， いずれも 「人格の完成J を
教育の 目 的だ と 定めています。 そこ で， どのよ う
に して人格 と い う 思想が 日 本に成立したのか，ま
た ，人格 と い う 思 想、の 日 本的鞘蚊は何か， と い う
二点を簡潔に見てい き たい と 思います。 そのた め
に ， まず 日 本における人格概念の成立過程を ， 次
いで 日 本的な人格の 思想がカ ン ト の定言命法の英
訳的解釈に立脚していた こ と を示 します9)。

ち なみに ， 日 本の人格主義は， 明 治憲法や教育
勅語を根 幹と する近代天皇制 国家の確立期に ， ド
イ ツ流の国家主義 と イ ギ リ ス流の個人主義を止揚
する も の と して ， 帝大 樹受な ど洋学派の教育官僚
に よ っ て教育理念と して唱導された も のです。 欧
米と は違い 日本ではキ リ ス ト 教的な 超蹴中が 排除
さ れる傾向が強かっ たので，結果的に ，現世的か
っ実用主義的で非個人主義的 ， 問主体的な性格を
帯びざる を えなかっ た と 言えま しょ う 。 その意味
で ，和 辻哲郎の 「人間j 概 念10)と ， これを方法論
的に純化 した 浜口 恵俊の 「間人J 概念11)と が ， 日
本におけ る人格の思想の一つの到達点を示唆して
い る のではないでしょ う 均、

まず， 日 本における人格 概念の成立過程をみて
い き ま しょ う 。 今 日 ， 人格 と い う 日 本語は英語
per so n  ( ドイ ツ語 Per so n) と 英語 per so nali ty

( ドイ ツ語 Per soe nlichkei t) のいずれの訳語と し
て も用 い られます。 こ う した 慣行が成立 したのは
19 世紀 末以降の こ と です。 それ以前は ，per so n 
は人，本身，身 イ立，有心者な ど と ，ま た per so nal i ty 

は人 ト ナ リ ，人ガラ ，人タルコ ト ，人品 ，人物 ，
人性， 有心者，霊知有覚， 品位， 品格，人位 ， 人
格な ど と ，様々 に訳 さ れていま した。 佐 古純一郎

に よれば，per so nali tyの訳語 と して人格 と い う
用語を 「選定」 し普及させたのは帝国大学初代倫
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理学 耕受の中島力造 と ， 中島の先任の同僚で 日 本
人 と しては最初の哲学謝受であった 井上哲次郎で、
した ゆ。

さ て ， 中島に よれば， 倫理学の課題は人類究寛
の 目 的 を 明 らかにする こ と ですが ， 古代の 倫理学
は社会的であ り すぎ ， ま た当 時の 倫理学は個人的
であ り すぎ る か ら ，不十分です。 両者を調和 させ
る 完全な 倫理学を 樹立す る た め に ， 人格について
研究 しな ければな ら ないのです。

中島は終生 こ う した意見を主張し続けてお り ，
日 本におけ る 倫理学研究の方向 と 道徳教育の在 り

方に ，決定的 と も言え る大き な影響を与えま した。
死を 目 前に した 1918 年夏の公開講演 「最近倫理学
説ノ 研究」 において ， 中島は当 時の 倫理学研究の
動向 と 自 身の研究生活 と を回顧して ，次の よ う に
述 べています。

「 此四 五 年間に 於け る一つの新問題は人格問題
であ り ます。 諸種の実際問題， 良心問題， 自 由意
志問題，宗教問題等を研究して見る と ，結局，人
格問題であ り ます。 理論の方面に満足なる結果を
得る に も応用 の方面に効果を奏する に も 道徳は 即
ち人格活動であ る ので、人格の意義が 暖昧であって
は意見が一 致せぬ，斯う し 1ふこ と では所詮満足な
る 倫理問題の解決は得られぬ と 考へて ， 先づ人格
は 如何な る も ので， 如何なる風に発達し人生は 如
何な る意味を有っ て 居る も の であ る か ， 此人格問
題を十分に研究しなければな ら ぬ こ と に気が 付き
ま して ， 此四 五 年聞には人格研究に関する 著書が
中 々 多 く 発行になっ て 居り ます。 之 を 或学者は心
理学的方面 よ り 又 或学者は哲学上 よ り 論究 して 居
る ，文宗教の方面 よ り 論ずる人も あ り ，社会学の
方面よ り 論ずる人も あ り ます。 斯 う いふ理由 で人
格問題を先づ第一に解決しゃ う と す る のが最近の
倫理学の傾向で又其問題であ り ます。 自 分は 此問
題に満足な る解決が 付かぬな ら ば他の 倫理問題に
確実な る根抵がない と 考へ三十年来其処に最大の
力 を注ぎ ， 其方面に 倫理の根抵を定めたい と いふ
考えで人格実現説 と いふ説を唱へて 居る のであ り
ます。 J (中島力造『最近倫理学説ノ 研究� (非 売品) ， 
1919 年 2 月 。 原文は 旧漢字) 。

こ の文章は短いなが ら も 日 本の近代 倫理学の根

本傾向 を 精確に要約 した も ので、， 三個の論点に整
理でき ます。 ①1910 年代の大正時代になっ てか
ら人格問題が新しく 一大テーマ と な り ，心理学者，
哲学者，宗教学者，社会学者等が 競っ て研究書を



著 してい る が， 人格の 意義が明確でないので意見
が一 致していない。 ②人格の意義を明確にする
こ と で人格問題を解決しよ う と する のが最近の 倫
理学の傾向であ り ， したが っ て 倫理学の第一の課
題は， 人格 と は何か， 人格は どの よ う に して発達
する のか， 人生の 意味 と は何か， の 三点を解明す
る こ と にあ り ます。 ③道徳と は人格活動ですか
ら， 倫理学に よ っ て人格の意義が原理的に明 らか
になれば， その応用面である道徳の 諸問題につい
て も 意見の一 致が 得ら れ， 諸種の実際問題や宗教
問題も解決でき ます。

中 島の人格実現説は 20 世紀初頭に形を整えて
き ますが， その影響の現れが大正期の人格ブーム
であ り 人格主義で した。 も ち ろん当時 ドイ ツの思
想 界を席巻しつつあっ た， 新カ ン ト 主義者 リ ッ ケ
ノレ ト ら の 西南学 派の影響も軽んずる わけにはい き
ません。 しかし大正期の人格主義運動は， 決して
輸入 された タ階的な も のではな く ， 基本的に内発
的だっ た よ う です。 1890 年に 換発 さ れた教育勅語
を め ぐって， ドイ ツ流の国家的教育かイ ギ リ ス流
の個人的教育か， と 国論が二分し沸騰していた最
中 に， 両者を調 停する教育砥念と して， 人格の研
究が 中島によ っ て開始さ れたので、すO 人格の 倫理
学を新しく 確立する こ と で， 閏家的すぎる ， つま
り 社会的すぎ る 倫理学 と 個人的すぎ る 倫理学の
「調和J を 園ろ う と したのが， 中島に始ま る人格

実現説だ と 言えま しょ う 。
と こ ろ で， 当 初 per sonal ityの訳語 と して成立

した 「人格」 の語が， 1890 年前後か ら英語 per son
や ドイ ツ語 Per son の訳語 と して も用い られる よ
う にな り ま した。 per sonal ityと per son の違いが
意識は さ れていま したが， 中 島が 樹立 しよ う と 努
力 していた哲学的な新しい 倫理学の見地か らすれ
ば， つま り 非宗教的， 脱キ リ ス ト 教神学的観点に
おいては， 敢えて 区別する ほ どで も な く ， どち ら
も差し当 た り 新造の学術用語の 「人格J で間に合
っ たので、しよう 。

ま た， 日 本語 と しての 「人格J と 「人捨性J の
区別 も ， 現在に至る ま で暖昧なま ま です。 その事
情については， 和 辻の以下の注釈が 意を 尽 く して
い る で しょ う 。 IMen sch を人， Per son を人格 と 訳
して 医局りす る の が適当 であ る か否かは充分問題に
なる。 Per son も ま た法律学の用語と しては 『人』
と 訳 さ れている。『人格』と は人を人 と して き め る
と こ ろ のき ま り (格) ， さ だめ (格) ， く らい (格)
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であ る か ら ， む しろ Per soenl ichkeitに 当た る と
思われる0. ・ ・ 人， 人格， 人格性等の語は ドイ ツ
語の Men sch， Per son， Per soenl ichkeit等の 意味の
みを現わすのであ り ， 日 本語と しての充分な活力
は一時停止せ られているJ 10)。 現在の 日 本の 倫理
学 界の用語法は， ほぼ和 辻の こ の見解に 沿っ てい
ます。

1889 年に 「カ ン ト 実体論J (Kan t' s Doc trine o f  
the "Thing-in-i t se l fぺカ ン ト の 「物 自 体j 論)

でエーノレ大学か ら 博士号を 得た 中 島が， その後 さ
ら に一年間 ドイ ツ と イ ギ リ ス で研究して， 帰国し
たのは 1890 年 3 月 でした。 そ して， その年の 9 月
か ら 帝国大学で倫理学の講義を始めま した。 その
直後の 10 月 に教育勅語が発布 されたのですが， そ
れに合わせて同月 に， I利 己主義 ト利他主義J と 題
する論文を発表しま した (W哲学会 雑誌』第四十四
号) 。 その 中で中島は概ね次の よ う に述べています。

「人性」 に は 自 然に 「人位ナルモ ノ 」 が備わっ
てお り ， I人位ハ神 聖ナノレモ ノ ナ リ 」 と い う のが 「倫
理学的 ノ 一大原理」 で、あって， I吾人ハ決シテ他人
ヲ自 分ノ 勝手ニ道具 ト シテ使用スノレノ 権ナシJ ， ま
た 「吾人ハ他人ニ道具 ト シテ使用サノレ〉ノ 義務ナ
シ」 なのです。 と こ ろが， こ の こ と を利 己主義論

者 も利他主義論者も 洞察していません。 殊に利他
主義の弱点は， I人生最後 ノ 目 的ハ他人ニアノレカ 如
ク 論スノレ」 点で， I吾ノ\吾カ 為メ ニ存在シ我生涯ハ
我 目 的 ヲ仕遂ク ルア リ J と い う こ と を 洞察 してい
ない点です。

教育勅語をめ ぐっ て国家的教育か個人的教育か
と 議論が 沸騰していた当時， 十年余 り 日 本 を 離れ

ていた中島は論争の 渦中 に深入 り せず， 議論を純
哲学的に立て直し， しかも カ ン ト 主義者 ら しく 根
本原理に基づいて両論を調 停しよ う と したのでし
た。 試みに 「人位」 を 「人格J ないし 「人格性j
に 置き換えてみ る な ら， 中島の主張の背後に， カ

ン ト の人格に関す る 定言命法を容易に察知でき る
で しょ う 。

事実， 当初の頃よ り 中島は講義のテキス ト にカ
ン ト の 『人 倫の形 市上学の 基礎づけ 』を使用 して
いま した。 それが英訳本であ り ， 説明の術語がほ
と ん ど英語だっ た こ と は， 189 1 年9 月 に大学に入

学した 西田幾多郎の一年次試験論文『韓園倫理畢』
13)か ら 明 ら かです。 そ こ で 西田 は件の定言命法を，
次 の よ う に記 して い ま す。 IAc t so a s  to u se 
humanity whe ther in your o wn per son or in the 



per son o f  ano ther al wa ys a s  an end， never a s  
mere 1 y a meanJ 。これを翻訳する と ， r自 己の人格
と 他人の人格 と を 間はず， 決して単に方便と せず，
常に 目 的 と して人類を取り 扱ふ様に行動せよ 」 と
な り ます。 ドイ ツ 語原文の理解が英訳本に影響 さ
れていたのは疑い あ り ません。

こ の傾向は， よ り 原文に忠実であ ろ う と した波
多野精一訳出己の人格 と 他人の人格 と を聞はず
決 して単に方便視せず常に同時に 目 的 と して人類
を取扱ふや う に行動せよJ ( rカ ン ト 倫理皐説の大
要J ) に も ， また大 西祝訳 「人間を汝の人格に於い
て も 又汝以 外の者の人格に 於いて も 常に 目 的 と し
て取扱ひ決 して 唯方 便と して取扱は ざ る様に行
へJ 14)に も ， さ ら に後年の和 辻訳 「汝の人格 及び
あ ら ゆ る他の者の人格における人性を， 常に同時
に 目 的 と して取り 扱い， 決して単に手段 と しての
み取り 扱わ ざる よ う に行為せよJ (�カ ン ト 実践理
性批判�) に も一貫 しています。

いずれも 英訳 出e の影響で ドイ ツ語 brauchen
を ge brauchen と 同一 視 して 「取り 扱 う J と してい
ま す。 ち なみに こ の私， 平 田 は， こ の両者 を 区別
して， r 自 分の人格の う ち に も他の誰も の人格の う
ち に も あ る人間性を， 自 分がいつでも 同時に 目 的
と して必要 と し， 決してただ手段 と してだけ必要
と しない よ う に， 行為しな さ しリと 改訳 しま した 15)。
ま た， 再帰的な 「 自 己の」 と 二人称 「汝のj の聞
で 揺れる ドイ ツ 語 de iner の訳を， 木村敏16)と 浜
口 恵俊に従って 「 自 分のj と しま した。

さ て， それで， カ ン ト 自 身の原文 (アカデミー
版全集N429)は次の通 り です。
“ Der praktische Imperativ wird also folgender 

sein: Handle so， dass du die Menschheit sowohl 

加deiner Person， als in der Person eines jeden 

andern jederzeit zugleich als Zweck， niemals 

bloss als Mit旬Ul単語謹話" ( ゴチ ッ ク は原文で 隔

字体， 斜字下線は平田)
利 己利他論 争において中島は， どち ら か と 言え

ばう利他主義に軸足 をおいていま した。 それ故， そ
の後英国新カ ン ト 主義の代表者 ト }マス ・ ヒ ノレ ・
グ リ ー ンの 自 我実現説に 依拠して 自 説を展開 さ せ
る 際， グ リ ーンの実用主義的傾向か ら 距離を 置こ
う と して， 独 自 に人格実現説を提 唱しま した。 個
人の 自 由 よ り も 普遍的， 社会的な義務を尊重する
中島説の鞘教は， 個人的差異を脱却して理想的な
人格を実現しよ う と する点にあ り ます。 それが，
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やがて道徳教育論 と しては丁酉倫理会の 「人格の
修養J 論に， ま た 倫理学説 と しては 西田哲学や和
辻倫理学へ と 結実 していっ たのであ り ます17)。

むすび

科高で私は 「柔 らかな開放性」 と い う 日 本文化
の特質を， r哲学j と 「人格j と い う 2 個の現代 日
本語の成立過程の分析を通 じて明 ら かに しよ う と
しま した。

第 1節， 日 本語の多層性.-7層性 と 5層性 に
おいて， 日 本語の開放性につ いて 全般的に考察しま
した。 第 2 節， r理学」 からの脱却と 「哲学」 概念の
創出 西周と 近代文明 ーにお いては， 日 本における
西洋哲学の受容の経緯に 着目 して， なぜ 日 本人は伝
統的な理学か ら脱却しよ う と したのか， につ いてそ
の理由 を究明 しま した。 そして 日 本語の異文化への
開放性と未来開放性につ いて考察しま した。 第3 節，

「人格j 概念の創出 と近代 日 本一現代 日 本の教育理
念ーでは， r人格の完成j と いう 日本の教育の 目 的 と
近代日 本における カ ン ト哲学の導入の 緊密な関係を
明 らかにしま した。 そして， 日 本語と 日 本 文化の柔
らかな開放'性につ いて考究しま した。

「人格J 概 念の探求か ら伺われる よ う に， 日 本
では固定的な核文化が形成 さ れに く いのです。 む
しろ， 最新最強の異文化を基準 と して伝来の 自 文
化をそのつ ど柔軟に組み替え， 未来に 向けて新た
に文化 を 創成し続けてい く こ と が 日 本文化の鞘敷
と な り ます。 外柔内 剛で 芯が あ り ， 未来に向けて
一貫した主体性を企投し， したたかに 自 主性を追
い求め る のが柔 ら かな 日 本文化なのです。

注
*本稿は， 日 韓共同シンポジウ ム 「東ア ジアにお

け る 西洋哲学受容の問題一一 日 韓人文学の対話の
深化を求めて (韓国 ・ 江原大学校人文学部会
議室， 201 1 年 5 月 20 -22 日 ) での発表 「カ ン ト
哲学 と 日 本の教育の 目 的一 日 本におけ る 西洋哲学
の受容 と 理学か ら の脱去|トーJ (平田 俊博， 5 月 21
日 第 1 セ ッ シ ョ ン ・ 研究報告 1) を一部書き 改め

た も のです。 平成 22 年度~平成 24 年度科学研究
費補助金 (基 盤研究 (B) ) r日 本近代哲学の特質 と 意
義， お よびその発信の可能性をめ ぐ っ てJ (研究代
表者: 藤田正 勝 ・ 京都大学文学研究科樹受) の研究
成果の一部です。 さ ら に平成 16 年度~平成 18 年
度科学研究費補助金 (基 盤研究 (B) ) r岡大戦聞に 白



欧の相 互交流が 日 本の哲学の形成・発展に与えた 16) 木村敏『人 と 人 と の間 一精神病理学的 日 本論j，
影響を め ぐってJ (研究代表者 : 藤田正勝 ・ 京都大 弘文堂， 1980 年。
学文学研究科教授) ， お よび平成 19 年度~平成 21 17) 平田俊博『増補改訂版 柔 ら かなカ ン ト哲学j，
年度科学研究費補助金 (基盤研究 (B) ) r西洋哲学 と 晃洋書房， 2001 年。
の比較 と い う 視座か ら 見た 日 本哲学の鞘蚊お よび
その可能性についてJ (研究代表者 : 藤田 正 勝 ・ 京
都大学文学研究科 樹受) の， 両研究成果も反映 して
います。
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The Flexible Open -door Principle 

as a Significant Feature of the Japanese Culture: 

T he Acceptance of the European Philosophy 

and the Purpose of the Modern Education 

Toshihiro HlRATA 

(Graduate School of τ'eacher 'Iraining， Yamagata University) 

The aim of this paper is showing clearly through analysis of the formation process of two 

current Japanese words ‘philosophy' and 'personality' that a sigr註五cant feature of Japanese 

culture is ‘the flexible open-door principle'. In Section 1 "Multilayer of the Japanese Language: 

Seven-layers and Five-layers"， the flexible open-door principle of the Japanese Language is 

considered generally. In Section 2 "The Breaka way from the Con五cian Ideology ‘Rigaku' and 

the Creation of the New ‘Philosophy'-concept: Amane NISHI and the Modern Civilization"， the 

open-door principles of the Japanese language to foreign cultures and to the future are 

considered. In Section 3 "The Creation of the ‘Personalityにconcept and the Modern Japan: The 

Current Doctrine of the Japanese Education" are clarified the close relations between the 

introduction of the Kantianism to the modern Japan and ‘the full development of personality' 

as the purpose of the Japanese public education. 
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